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４　施策展開の状況（Do②）

改善し
た取組

・白井環境フォーラムのパネル展示で、団体ごとの活動場所を地図に落とし込み展示したことにより、活動範囲の見える化を図る
ことができた。

他分
野・他
施策と
の連携

評価

33 沿道みどりの推進事業 改善して継続

構成
事業

事業Ｎｏ 事業名 評価 事業Ｎｏ 事業名

　取組２　市民によるみどりのネットワークづくりに対する支援

取組
方針

　市民や市民団体等が自ら、道路沿いなどの身近なみどりを育て、みどりのネットワークをつくる活動を進めます。

取組
内容

・沿道のみどりを増やし、みどりのネットワークをつくるため、植栽活動を行う団体(45団体)が草花等の購入に要した経費の一部
を補助した。
・市ＨＰや広報による事業の周知。
・白井環境フォーラムのパネル展示にて、団体の植栽した草花を紹介し、本事業の取組の様子を公開。
・補助金を交付した団体に、団体名を記載した専用の看板を配布。

評価

32 （仮称）谷田・清戸市民の森整備事業 改善して継続

取組
方針

　市民や市民団体等と協働し、（仮称）谷田・清戸市民の森など、里山を積極的に保全・活用します。

取組
内容

　（仮称）谷田・清戸市民の森の整備に向けて、整備区域素案を地元代表者会議に提示し、協議を行った。

構成
事業

事業Ｎｏ 事業名 評価 事業Ｎｏ 事業名

取組目標

●白井市の豊かな暮らしを支える重要な要素である水とみどりの環境の大切さを市民一人一人が認識し、その保全と継承に向
けた取り組みを展開します。
●森や河川、田園など市街地の外側に広がるみどりと市街地内の緑地や樹木などのみどりがチェーンのようにつながり、みど
りが持つ暮らしを豊かにする多様な可能性を活かします。

３　平成３１年度取組状況（Do①）

　取組１　自然とのふれあいや癒しの場としての里山の保全と活用

担当
主担当部 市民環境経済部 主担当課 環境課

部長名 岡田　光一 関係課 都市計画課

令和2年度施策評価シート 評価対象年度 平成31年度

１　基本情報

施策名 みどりがつながるまちづくり 戦略名 みどり活用プロジェクト

２　取組目標（Plan）



％

％

□

□

■

□

□ ■ □

白井市行政評価委員会による評価

総合計画審議会による評価

９　３次評価の改善意見等への対応

７　２次評価（Check②＆Action②）
・土地所有者を含めた市民の環境保全に対する意識が更に高まるよう、引き続き啓発等に努めること。
・「しろいまちづくりサポートセンター」に登録する市民活動団体等と連携して、環境保全活動を実践する市民・市民団体の裾野を広げて
いくこと。
・（仮称）谷田・清戸市民の森整備事業については、土地所有者の様々な意見を踏まえて、丁寧な議論を重ねること。

８　３次評価（Check③＆Action③）

施策を取り
巻く環境の

変化

　ニュータウン開発等急激な都市化が進行した中で、ニュータウン区域から除外された谷田・清戸地区の県有地が貴重な里山
として保全され、千葉県の協力により緑地の保全を目的に市に譲渡された。
　市民によるみどりのネットワーク作りに対する支援の成果により、沿道のみどりが増え、みどりのネットワークが形成され
てきている一方で、申請団体の高齢化に伴い団体の活動の継続性が問題となってきている。

市民と行政
の役割分
担・協働

行政の役割を拡大 現在の行政と市民の役割分担・協働を維持 市民の役割・協働を拡大

　（仮称）谷田・清戸市民の森の管理・運営等については、自らの地域への愛着や地域活力の向上を図るため、地元市民や市
民活動団体と協働で取り組む。
　沿道のみどりのネットワークづくりについては、市民が主体となって植栽と管理に取り組み、行政はそれを支援する。

課題

喫緊の課題 中長期的な課題

　（仮称）谷田・清戸市民の森については、自然環境を損な
わないよう整備内容・水準、スケジュールの見直しの検討を
行う必要がある。
　道路沿いなどの身近なみどりが増え、みどりのネットワー
クを形成できるよう、植栽活動を行う市民団体を増やす必要
がある。

　市民活動団体によるみどりの保全、育み活動の拡大を進める。

施策の
方向性

（改善策）

短期的な方向性 中長期的な方向性

　（仮称）谷田・清戸市民の森の整備内容やスケジュールに
ついて、土地所有者等と協議を重ね、整備方針や整備区域の
決定を進めていく。
　沿道みどりについては、毎年早い段階で申請枠が埋まって
しまっているので申請枠の増加を検討する。

　市民活動団体と協働で、貴重な里山環境の保全をしていく。

定
性
的
評
価

　沿道のみどりの推進事業については、市民団体による主体的な取組が進んでおり、補助金申請の受付
開始後約2週間で予定枠に達しその後も申請の問い合わせがあったので本事業の有効性は高いと考えられ
る。　
　（仮称）谷田・清戸市民の森の整備区域の決定に向け、素案を地元代表者会議に提示したが、事業開
始から年数が経過し、整備にあたって自然環境を損なわないよう環境調査を行う必要があることなどか
ら整備区域素案を決定することができず事業が遅れている。

進
捗
状
況

順調

おおむね順調

やや遅れている

遅れている

- - 85.3 85.3 79.6 81.8 87.7

６　１次評価（Check①＆Action①）

定
量
的
評
価

施策指標名 単位 基準値/基準年度
目標値 実績値

R2年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 R2年度

白井のみどりの環境を自慢に思う市民の割合 - - 72.1 72.1 77.8 83.7 82.2

身近に自然を感じるお気に入りの場がある市民の割合

20.2 18.5 25.1 17.0

合計 4,626 4,470 4,422 3,596 2,854

５　施策推進コスト（Do③） （千円、％）

Ｈ28決算 Ｈ29決算 Ｈ30決算 Ｈ31決算 R2予算

人件費 4,055 4,039 3,977 3,159 2,345

事業費 571 431 445 437 509

プロジェク
ト内割合

25.6


